
年度　東京大学理科前期　　第１問

　関数  ＋



の区間における最大値および最小値を求めよ。

　で定めたに対し，次の不等式を示せ。

　　　　　　　　　　



 



    





 
















略解　

　＝
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はの近似式で  

　はそれらの差の関数，グラフを知っていれば

　  が増加関数であることが分かり

　　　  
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　である。解答は  が増加関数であること

　を示すことになる。
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     
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　　　   
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，　   ，　

　　　   ＋

　   だから   は増加関数で増減表は右，よって   

　は最小値が，すなわち   だから  は増加関数である。

　よってで最小，で最大となる。
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　さらに積分範囲
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のときであり，より関数  ＋
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の区間

　における最大値は，最小値はであるから，＝として
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